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要旨：医療機関等、結核患者に接触する機会のある職員に対して、従来は入職時の二段階ツ反検

査が推奨されてきたが、近年、結核の感染診断としてのＱＦＴの有用性が確立されるとともに、

ツ反検査にかえてＱＦＴ検査を実施することが勧められている。しかし、入職時ＱＦＴ検査で陽

性となった場合に予防内服を実施すべきかどうかという点に関しては、必ずしも十分な議論がな

されていない状況である。今回、医療機関入職時のＱＦＴ検査陽性者 3 名に予防内服を実施した

事例について調査と検討を行った。 
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A. 目的 
平成 20年 4月の医療機関入職時に実施した

ＱＦＴ検査で、陽性となった職員 3 名に対し

て予防内服を実施する旨の届出を受けた。 
 この 3 症例について、生育歴ならびに結核

患者との接触歴等、感染源・感染機会に関す

る調査を実施し、予防内服の妥当性や今後の

課題などについて検討する。 
 

B. 事例の概要 
【症例 1】：18 歳、女 
同居者は、両親と弟 1 名で全員健康。 
最終ＢＣＧは 6 歳 10 ヶ月時、最終ツ反は

13 歳 7 ヶ月時で 28mm（＋）。平成 18 年（16
歳時）に高校の同級生が結核を発病し、接触

者健診を受診した。直後ＸＰ：異常なし、2
ヵ月後ツ反：23mm（＋）、1 年後ＸＰ：異常

なし。 
入職時ツ反：50mm 硬結あり（＋＋＋） 
ＱＦＴ：陽性 
ＸＰ：異常なし 

 【症例 2】：22 歳、女 
 同居者は、両親と祖父母。 
平成 19 年 7 月に祖父が結核を発病。喀痰の

ＰＣＲが１回のみ陽性となったが、複数回実

施した喀痰の塗沫・培養検査がすべて陰性で

あったために、接触者健診の対象とならなか

った。 
 入職時ツ反：48mm 硬結あり（＋＋＋） 
ＱＦＴ：陽性 
ＸＰ：異常なし 

 【症例 3】：18 歳、女 
 同居者は、両親と兄弟 2 名で全員健康。 

全員がＢＣＧ接種歴あるが詳細は不明。両

親と本人はタイでの居住歴あり（本人が 5 歳

の頃）。結核患者との接触歴はない（不明）。 
 入職時ツ反：14mm 硬結なし（＋） 
 ＱＦＴ：陽性 
ＸＰ：異常なし 

 
C. 考察 
 ツ反は結核感染の検出法として、接触者健

診や臨床の場で広く実施されてきた。また、

結核患者を扱う医療機関においては、結核菌

暴露の可能性のある職員に対して、入職時の

二段階ツ反検査と接触時のツ反検査が奨励さ

れてきた。しかし、ツ反はＢＣＧ接種やブー

スター現象の影響、さらには手技や判定方法

のばらつきなど、その信頼性に限界がある。

近年、ツ反にかわる結核感染の診断方法とし

てＱＦＴが開発されたことから、接触者健診

や結核診断の補助としてはもちろんのこと、

入職時においても、二段階ツ反検査よりＱＦ

Ｔを実施し、陰性者については結核患者接触

時の感染の有無をＱＦＴ再検によって判定す

ることが推奨されている。 
 今回の事例においては、入職時のＱＦＴ検

査で陽性となった 3 名について、その感染源

と予防内服の適否が問題となった。 
 症例 1 と症例 2 については、この 2 年以内

に結核患者との接触歴があり、それ以外には

暴露の機会が見当たらないことから、各々の

患者が感染源と推定した。症例 3 については、

結核蔓延地での生育歴があり、それ以外には

暴露の機会が見出せず、10 年以上前の感染に

よってＱＦＴが陽性化した可能性が高いと思



われる。症例 2 において感染源と推定した祖

父は、3 年前から寝たきりの状態でしばしば

誤嚥性の肺炎を繰り返していたため、結核の

発症時期が不明で咳嗽も日常的にみられてい

た。診断時は喀痰の塗沫・培養ともに陰性で

あったが、経過中に感染性を有していた時期

があったものと考えて、今回の事例をきっか

けとして同居家族の接触者健診を開始した。 
 今回の事例においては、3 症例とも 20 歳前

後と若年であり、医療従事者という、発病す

れば周囲に与える影響が大きい職種であるこ

とを考慮し、本人ならびに保護者の了解のも

と予防内服が実施されることとなった。ＱＦ

Ｔの使用指針においても、医療従事者に関し

ては、入職時のＱＦＴ検査で陽性の人には予

防内服を勧めることとしている。しかし、症

例3のように感染時期が不明あるいは10年以

上前と推定される場合には、発病リスク不明

あるいはなしと考えて、経過観察でも良いの

ではないかという意見もあった。年齢が上が

るにつれて予防内服による副作用の発生率も

上昇するため、今後、30 歳代、40 歳代の入

職時ＱＦＴ検査陽性者が現れた場合に、予防

内服を実施するかどうかという判断は必ずし

も容易ではなく、事例ごとにばらつきが出る

ことも予想される。 
 ＱＦＴ検査に関しては、感染からＱＦＴ陽

性となるまでの期間、陽転後のＱＦＴ応答の

時間的消長、治療がＱＦＴ応答に与える影響

など、いまだ不明な部分も多い。今後、今回

の事例のような経験とＱＦＴの知見が積み重

ねられることによって、これらの問題が解決

され、入職時ＱＦＴ検査陽性者への予防内服

実施基準が明解なものとなることが期待され

る。 
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